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日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
１
４
、
１
５
の
両
日
、

政
府
交
渉
を
行
い
、
６
省
庁

に
対
し
、
２
８
項
目
の
県
民

要
求
を
突
き
つ
け
ま
し
た
。 

尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
両

県
議
を
は
じ
め
、
島
根
県
各

市
議
ら
１
５
人
が
参
加
。
大

平
喜
信
衆
院
議
員
が
同
席
し

ま
し
た
。 

 
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対

し
、
参
加
者
は
、
山
陰
地
方

で
確
認
さ
れ
た
ひ
ず
み
集
中

帯
や
島
根
半
島
の
地
震
性
隆

起
事
象
の
徹
底
調
査
を
要

求
。
中
国
電
力
に
対
し
、
活

断
層
の
徹
底
調
査
と
震
源
断

層
に
迫
る
広
域
的
な
地
下
深

部
構
造
の
解
明
を
指
示
し
、

基
準
地
震
動
の
厳
正
な
審
査

を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

原
子
力
規
制
庁
原
子
力
規
制

部
の
担
当
者
は
「
中
国
電
力

は
謙
虚
な
姿
勢
で
調
査
す
べ

2016年 

 

 

 

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
ブ
ー
ム
」
と
い
う
。

レ
ト
ロ
で
ア
ナ
ロ
グ
な
音
質
や
魅
力

が
再
評
価
さ
れ
、
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
▼
音
楽
ひ
と
つ
を
聞
く
に
し
て

も
、
か
つ
て
は
レ
コ
ー
ド
や
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
だ
っ
た
の
が
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｍ

Ｄ
へ
と
形
式
が
変
わ
り
、
現
在
で
は

ス
マ
ホ
や
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
な
ど
の
Ｍ
Ｐ
３

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
主
流
と
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
２
０
０
１
年
ま
で
に
メ
タ

ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
用
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

が
生
産
中
止
に
な
り
、
ハ
イ
ポ
ジ
シ

ョ
ン
用
も
２
０
１
１
年
ま
で
に
生
産

中
止
と
な
り
、
そ
の
役
目
を
終
え
る

こ
と
に
な
っ
た
▼
デ
ジ
タ
ル
音
源
だ

と
、
レ
コ
ー
ド
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

と
違
っ
て
か
さ
ば
ら
な
い
う
え
、
い

つ
ま
で
も
音
質
が
変
わ
ら
な
い
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
私
自
身
、
便
利
さ
か

ら
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
音
楽
を
聴
く
こ

と
も
多
く
、
重
宝
し
て
い
る
▼
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
が
注
目
を
浴
び
る
背
景

に
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
ら
聴
こ

え
る
ち
ょ
っ
と
し
た
ノ
イ
ズ
や
温
か

み
の
あ
る
耳
障
り
、
劣
化
し
て
ゆ
く

風
合
い
に
や
す
ら
ぎ
を
求
め
る
人
が

増
え
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
定
額

で
好
き
な
曲
を
何
万
曲
も
聴
け
る
音

楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
で
、
安
価

で
聴
き
や
す
い
状
況
が
で
き
た
の
に

有
り
難
み
が
損
な
わ
れ
る
と
、
音
楽

を
聴
く
こ
と
か
ら
離
れ
る
人
も
生
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、

曲
を
ス
キ
ッ
プ
で
き
な
い
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
で
は
Ａ
面
の
１
曲
目
か
ら
Ｂ

面
の
最
後
ま
で
音
楽
と
対
峙
す
る
こ

と
に
な
る
。
昨
年
、
松
田
聖
子
が
新

譜
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で
発
売
す
る

な
ど
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
側
に
も
動
き
は

広
が
っ
て
い
る
▼
人
は
先
に
進
み
す

ぎ
る
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
過
去
に

回
帰
し
た
く
な
る
傾
向
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
懐
か
し
さ
に
触
れ
て

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
良
さ
を
再
発
見

し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。（
遠
） 

「
ノ
ー
マ
ル
、
ハ
イ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
、
メ
タ
ル
」「
Ａ
面
、
Ｂ
面
」

と
い
っ
た
言
葉
を
聞
か
な
く

な
っ
て
久
し
い
が
、
「
今
、
カ
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き
。
規
制
委
と
し
て
、
正
確

な
る
地
震
動
評
価
を
行
い
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

文
部
科
学
省
に
は
、
全
国

学
力
テ
ス
ト
の
学
校
別
結
果

の
公
表
や
答
案
用
紙
の
自
校

採
点
が
、
教
育
現
場
と
子
ど

も
た
ち
を
過
度
な
競
争
に
駆

り
立
て
、
弊
害
を
招
い
て
い

る
と
告
発
し
、
学
力
テ
ス
ト

の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。
担

当
者
が
「
学
力
テ
ス
ト
は
教

育
施
策
や
教
育
指
導
の
改
善

●午前１０時～ 県民会館大会議室 

ごあいさつ 

たちばな 祥朗 松江市議 

吉儀 けい子 松江市議 

田中 はじめ 松江市議予定候補 
 
●午後２時～ 出雲市民会館３０１ 

ごあいさつ 

井原 ゆう 出雲市議 

ごとう 由美 出雲市議予定候補 

吉井 やすみ 出雲市議予定候補 

申し入れ書を手渡す尾村・大国県議ら（写真上＝衆院第２議員会館）

活断層の徹底調査を求める参加者（写真右下＝原子力規制委） 

 

６
日
告
示
さ
れ
た
雲
南
市

議
選
（
定
数
２
２
）
で
、
日

本
共
産
党
の
上
代
か
ず
み
さ

ん
（
５
８
）
が
無
投
票
で
初

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
１
１
月
に
多
賀
三
雄

市
議
が
亡
く
な
り
、
空
白
と

な
っ
て
い
た
党
議
席
を
回
復

し
ま
し
た
。 

 

上
代
さ
ん
は
国
保
料
の
１

世
帯
１
万
円
の
引
き
下
げ
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
拡
充

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。 

に
有
効
」
と
回
答
し
た
の
に

対
し
、「
確
か
な
学
力
を
保
障

す
る
た
め
に
は
、
教
育
環
境

の
改
善
こ
そ
必
要
だ
」
と
迫

り
ま
し
た
。 

 

国
保
の
都
道
府
県
化
や
待

機
児
童
解
消
な
ど
を
厚
生
労

働
省
に
、
米
軍
機
の
低
空
飛

行
訓
練
中
止
を
防
衛
省
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
撤
回
と
農
業
再

生
を
農
林
水
産
省
に
、
地
域

公
共
交
通
の
維
持
を
国
土
交

通
省
に
要
請
し
ま
し
た
。 

 

衛
局
と
中
国
電
力
本
社
に
要

請
し
ま
し
た
。
島
根
か
ら
は

片
寄
直
行
、
橘
祥
朗
、
吉
儀

敬
子
の
松
江
市
議
、
多
田
伸

治
、
森
川
佳
英
の
両
江
津
市

議
、
安
達
美
津
子
益
田
市
議
、

大
和
麿
美
邑
南
町
議
、
後
藤

由
美
、
吉
井
安
見
の
両
出
雲

市
議
予
定
候
補
が
参
加
。 

 

防
衛
局
で
は
、
米
軍
機
の

低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
を
米

国
に
求
め
る
よ
う
要
求
。
参

加
者
は
、
Ｆ
３
５
が
９
月
と

１
０
月
に
米
本
土
で
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
と
指
摘
し
、

「
事
故
が
起
き
て
い
る
こ
と

は
重
大
で
配
備
計
画
は
見
直

す
べ
き
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

中
電
に
対
し
て
は
、
島
根

原
発
の
全
て
の
原
子
炉
を
廃

炉
に
す
る
こ
と
や
上
関
原
発

（
山
口
県
上
関
町
）
の
建
設

計
画
を
中
止
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。（
写
真
） 

片
寄
松
江
市
議
は
、
県
議

団
と
市
議
団
の
調
査
で
原
発

周
辺
の
地
震
性
隆
起
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
、

「
地
下
構
造
を
徹
底
し
て
調

査
し
て
ほ
し
い
」
と
迫
り
ま

し
た
。
中
電
の
担
当
者
は
、

島
根
原
発
を
「
早
期
再
稼
働

に
向
け
て
取
り
組
む
」、
上
関

原
発
は
「
３
年
後
ま
で
に
（
建

設
予
定
地
）
を
埋
め
立
て
た

い
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。 

 

中
国
５
県
の
日
本
共
産
党

議
員
ら
が
９
日
、
米
軍
岩
国

基
地
へ
の
最
新
鋭
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
Ｆ
３
５
Ｂ
の
配
備
や

空
母
艦
載
機
移
駐
の
中
止
、

島
根
原
発
の
廃
炉
な
ど
を
求

め
、
広
島
市
の
中
国
四
国
防



小
泉
氏
の
講
演
に
耳
を
傾
け
る
党
地
方
議
員
ら
（
写
真
上
） 

爆
音
で
飛
行
す
る
米
軍
機
を
視
察
す
る
参
加
者
（
写
真
下
） 
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松
江
市
が
誘
致
を
検
討
し

て
い
る
中
海
・
本
庄
水
域
を
活

用
し
て
の
水
上
飛
行
機
に
よ

る
調
査
飛
行
が
１
０
月
２
９
、

３
０
の
両
日
、
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
飛
行
ル
ー
ト
の
検
討
や
騒

音
調
査
な
ど
が
目
的
。 

本
庄
、
八
束
地
区
の
自
治
会

や
漁
協
、
地
元
議
員
な
ど
２
４

名
が
搭
乗
し
、
水
上
で
の
離
着

水
や
検
討
さ
れ
て
い
る
島
根

半
島
や
松
江
市
上
空
な
ど
の

飛
行
コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
橘
祥
朗
議

員
は
「
中
海
の
活
用
、
新
た
な

観
光
は
重
要
課
題
だ
が
、
仮
設

桟
橋
だ
け
で
も
６
０
０
万
円

か
か
る
。
騒
音
や
生
態
系
へ
の

影
響
に
つ
い
て
も
、
長
期
的
な

調
査
が
必
要
で
、
地
域
に
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
、
地
域
住
民
の
理
解
が
何
よ

り
も
第
一
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。（「
新
し
い
松
江
」
よ
り
） 

 

９
月
町
議
会
に
お
い
て
、

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
運
行
に
関
す
る
条

例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
１

０
月
２
０
日
か
ら
運
行
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

タ
ク
シ
ー
は
、
頓
原
地
域
、

来
島
地
域
で
先
行
し
て
実
証

運
行
さ
れ
ま
す
。
運
行
方
法

は
、
可
能
な
限
り
、
自
宅
か
ら

乗
降
場
所
ま
で
で
、
帰
り
は
乗

降
場
所
か
ら
自
宅
ま
で
の
運

行
に
な
り
ま
す
。
乗
降
場
所
は

区
域
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。（「
伊
藤
好
晴
の
議
会

報
告
」
よ
り
） 

 

多
田
議
員
―
７
月
３
日
の

豪
雨
で
、
浅
利
町
宮
町
で
は
舟

津
川
の
増
水
に
よ
っ
て
床
下

浸
水
が
生
じ
た
。
す
で
に
決
定

し
て
い
る
護
岸
か
さ
上
げ
の

早
期
実
施
と
合
わ
せ
、
舟
津
川

へ
流
入
す
る
水
量
を
減
少
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
舟
津
川
に

は
、
浅
利
隊
道
に
続
く
峠
の
水

が
流
入
し
て
い
る
が
、
以
前
は

別
の
水
路
が
あ
っ
た
。
可
能
な

ら
ば
、
水
の
流
れ
を
元
に
戻
す

こ
と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。 

 

答
弁
―
災
害
対
策
と
し
て

は
有
効
だ
が
、
分
水
の
流
末
整

備
や
周
辺
へ
の
影
響
も
あ
る

た
め
、
当
面
は
護
岸
か
さ
上
げ

の
実
施
で
状
況
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。（「
多
田
伸
治
の
議

会
報
告
」
よ
り
） 

 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
は
２

日
、
米
軍
岩
国
基
地
が
あ
る

山
口
県
岩
国
市
で
「
基
地
問

題
学
習
会
」
を
開
き
ま
し
た
。 

 

中
国
５
県
の
党
地
方
議
員

ら
約
７
０
人
が
集
い
、
島
根

か
ら
は
、
西
村
健
浜
田
市
議
、

山
口
節
雄
川
本
町
議
、
川
西

明
徳
奥
出
雲
町
議
な
ど
７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

小
泉
氏
は
「
戦
争
法
の
発

動
と
一
体
に
全
国
で
基
地
強

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
」
と

 

日
本
政
府
に
よ
る
「
米
軍
再
編
」
で
極
東
最
大
の
基
地

に
強
化
さ
れ
る
岩
国
基
地
、
Ｃ
２
輸
送
機
に
続
き
、
空
中
給

油
機
が
配
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
航
空
自
衛
隊
美
保
基

地
―
戦
争
法
の
も
と
で
中
国
地
方
で
も
軍
備
強
化
が
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
な
ど
は
、
小
泉
親
司
・
党
基
地

対
策
委
員
会
責
任
者
を
講
師
に
、
２
日
に
山
口
県
岩
国
市

で
、
１
２
日
に
は
鳥
取
県
境
港
市
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
島
根
か
ら
も
多
く
の
地
方
議
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。 

強
調
。
岩
国
基
地
で
は
、
Ｆ

３
５
Ｂ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
１

６
機
の
配
備
や
空
母
艦
載
機

５
９
機
の
移
駐
な
ど
で
「
量

的
に
も
質
的
に
も
大
増
強
さ

れ
る
。
辺
野
古
、
高
江
と
一

体
の
増
強
だ
」
と
述
べ
、
沖

縄
県
民
と
連
帯
し
て
た
た
か

お
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

各
地
の
報
告
で
は
、「
海
上

自
衛
隊
呉
基
地
で
も
艦
船
の

増
強
が
進
ん
で
い
る
」（
広
島

県
呉
市
）
、
「
航
空
自
衛
隊
美

保
基
地
へ
の
Ｋ
Ｃ
４
６
Ａ
空

中
給
油
機
配
備
で
、
給
油
可

能
な
米
軍
機
の
機
種
が
倍
増

し
、
Ｆ
３
５
Ｂ
や
オ
ス
プ
レ

イ
へ
の
給
油
訓
練
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
」（
鳥
取
県
）
な

ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
岩
国
基
地
を

視
察
し
ま
し
た
。 

 

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
に

空
中
給
油
機
Ｋ
Ｃ
‐
４
６
Ａ

の
配
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る

問
題
で
１
２
日
、
美
保
基
地

の
あ
る
鳥
取
県
境
港
市
で

「
空
中
給
油
機
問
題
学
習

会
」
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
写

真
） 

 

小
泉
氏
は
「
戦
争
法
下
で

の
美
保
基
地
へ
の
空
中
給
油

機
配
備
が
も
た
ら
す
も
の
」
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

 

小
泉
氏
は
、
辺
野
古
、
高
江

で
の
基
地
強
化
・
拡
大
や
南
ス

ー
ダ
ン
で
の
駆
け
つ
け
警
護
、

日
本
の
軍
備
増
強
と
自
衛
隊

基
地
の
増
強
な
ど
、
戦
争
法
が

強
行
さ
れ
て
１
年
が
経
過
し

た
各
地
の
状
況
を
報
告
し
ま

し
た
。 

 

美
保
基
地
へ
の
空
中
給
油

機
配
備
が
も
た
ら
す
危
険
に

つ
い
て
は
、
①
防
衛
省
が
言
う

「
日
本
の
防
空
態
勢
強
化
に

必
要
不
可
欠
は
本
当
か
」
、
②

本
当
に
「
静
粛
性
」
が
あ
る
の

か
、
③
島
根
、
鳥
取
両
県
を
含

む
中
国
地
方
上
空
で
の
訓
練

強
化
は
な
い
の
か
―
と
危
険

性
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、
「
空

中
給
油
機
と
米
軍
戦
闘
機
は

一
体
の
も
の
。
海
外
展
開
も
考

え
ら
れ
、
美
保
基
地
が
米
軍
支

援
の
輸
送
基
地
に
な
る
」
と
述

べ
、「
『
美
保
基
地
に
空
中
給
油

減
策
と
言
っ
て
い
る
が
、
県
内

基
地
の
整
理
統
合
に
よ
っ
て

基
地
の
機
能
強
化
を
進
め
る

も
の
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
強
行
を

描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
戦
場
ぬ
止
み
」
（
三
上

智
恵
監
督
）
の
上
映
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

機
は
い
ら
な
い
』
の
一
点
で
の

共
同
の
た
た
か
い
を
大
き
く

広
げ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

島
根
県
医
労
連（
森
山
篤
士

執
行
委
員
長
）
は
１
５
日
、
溝

口
善
兵
衛
知
事
あ
て
に
「
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実

現
と
夜
勤
交
替
制
労
働
の
改

善
を
求
め
る
」
要
請
書
を
手
渡

し
（
写
真
）
、
県
に
申
し
入
れ

ま
し
た
。
看
護
師
や
介
護
福
祉

士
な
ど
１
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

要
請
で
は
、
▽
１
日
８
時
間

以
内
を
基
本
に
労
働
時
間
の

上
限
規
制
や
夜
勤
回
数
の
制

限
な
ど
労
働
環
境
改
善
▽
夜

勤
交
替
制
労
働
者
の
労
働
時

間
短
縮
▽
介
護
施
設
な
ど
の

１
人
夜
勤
の
早
期
解
消
▽
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現

の
た
め
、
医
師
、
看
護
師
、
医

療
技
術
者
、
介
護
職
員
の
増
員

―
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
「
看
護
職
員
の

労
働
実
態
調
査
」（
２
０
１
３

年
・
日
本
医
労
連
）
で
、
「
慢

性
疲
労
」
と
「
仕
事
を
辞
め
た

い
と
思
う
」
が
７
割
に
達
し
、

「
ミ
ス
・
ニ
ア
ミ
ス
の
経
験
が

あ
る
」
が
８
割
に
も
及
ん
で
い

る
現
場
の
実
態
を
語
り
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
す
べ
て
の
医

療
機
関
に
対
し
て
勤
務
環
境

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
の

実
施
を
促
す
こ
と
や
、
医
療
従

事
者
の
勤
務
環
境
改
善
に
必

要
な
予
算
を
確
保
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。 

 

島
根
革
新
懇
は
１
３
日
、

松
江
市
で
小
泉
親
司
・
党
基

地
対
策
委
員
会
責
任
者
を
迎

え
、
沖
縄
・
基
地
問
題
の
情

勢
と
課
題
に
つ
い
て
の
学
習

会
を
開
き
ま
し
た
。 

小
泉
氏
は
、
沖
縄
の
米
軍

北
部
訓
練
場
の
部
分
返
還
に

つ
い
て
「
安
倍
首
相
は
部
分

返
還
を
沖
縄
の
基
地
負
担
軽


